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１． 業務の実施日程 

 

２．業務実績の説明 

・全体の総括 

〈メンバーの拡充と実証性の強化〉 

 「審査に係る所見」では、「本研究では社会科学に深く関わるテーマを扱うため、政治学、経済

学、社会学等の専門家の参加が望まれる」とあったため、直ちに関連の分野で、問題意識を同じく

する研究者をリサーチし、連絡を取り、プロジェクトの趣旨を説明した上で、参加を依頼し、快諾

を得た。また、同じく審査所見には、「実証という観点から見直し、焦点を絞り込むことも検討する

余地があると考える」と記されていたため、シミュレーションなどにより理論を検証する複雑系の

研究者にも参加を依頼し、快諾を得た。これにより、社会の実相を考察するという観点からは、

元々のメンバーであった社会思想史、政治思想史、社会史（以上、第２班「自然と人間の相互関係

史」）、社会情報学（理論班）の研究者に加え、政治学の研究者（理論班）が加わり、また実証とい

う点からは、実験系（6名）、調査系（3名）に加え、複雑系科学の研究者（理論班）も研究分担者と

してプロジェクトに加わることとなった。 

〈キック・オフ・ミーティング(2022.8.11-12)〉 

2022年5月25日、採択通知を受けて即刻、キック・オフ・ミーティングを開催するための準備に入

った。メンバー全員が参加できるように日程調整を重ね、8月11-12日にキック・オフ・ミーティン

グを名古屋大学で開催した。これには、メンバー全員が参加（ほぼ全員が対面参加、一部海外出張

者らがオンライン参加）し、あらためてプロジェクトの目指すところとアプローチ方法、各班の行
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程や班ごとの連携の企画について、二日間にわたり話し合い、確認し、議論した。 

〈研究拠点：人文知共創センター設立〉 

 採択決定後、速やかに、名古屋大学人文学研究科執行部、ならびに名古屋大学本部と交渉を重

ね、本プロジェクトを推進するための研究拠点として、人文知共創センターを設置するための準備

を進めた。これにより、名古屋大学の人文学研究科教授会、名古屋大学運営委員会、評議会での承

認を得て、2022年11月1日に、人文学研究科附属人文知共創センターが設置された。 

 当センターは、プロジェクト代表である中村をセンター長とし、プロジェクトメンバー全てがセ

ンターの構成員として加わった。本プロジェクトは、人間と自然、他者との関係を見直すための理

論的足がかりとしてラトゥールのアクターネットワーク理論を根底に据えていることを踏まえ、人

間とロボットとの関係を実験研究により考察する、ヒューマンエージェントインタラクションを考

察する研究者も加わり、総計22名により構成された。 

〈プロジェクト運営のための体制整備：事務補佐員の雇用とセンター助教の公募〉 

 センターが設立されたことに伴い、人文学研究科からは助教ポストを付与されたため、プロジェ

クトの運営を推進し、かつ、研究面でも補完出来る人材を公募し、人選を進めた。これにより、プ

ロジェクトメンバーらが抱える会計処理などの事務作業や、運営のために必須となる業務が大幅に

軽減されることとなった。また、オンライン型連絡板を設置し、プロジェクト全体で常時意見交

換・情報交換を行う態勢を整え、これにより、班を問わず、多くの企画が提案され、実現した。 

〈広報：プロジェクトのHPとセンターのHPの立ち上げ〉 

 プロジェクト始動に伴い、プロジェクトのHPを立ち上げ、プロジェクトの趣旨や目的、研究組織

などを広報した。これ以降のプロジェクト全体の活動は、プロジェクトのHPにより、随時広報して

いる。さらに11月に人文知共創センターが設立されたことにより、名古屋大学大学院人文学研究科

附属人文知共創センターのHPも立ち上げた。これにより、新聞社からの取材を受け、当該新聞社の

記事として掲載された。 

〈班活動の始動と班を超えた連携、全体集会の定例化〉 

 8月初旬に第５班の班別会議が先陣を切って開催され、キック・オフ・ミーティングを経て、11

月には理論班を主として、理論班以外のメンバーも参加する形で拡張会議を開催し、今後の研究上

の方向性を議論した。また、グループリーダーらによるGLミーティングを行い、各班の活動状況や

今後の方針などについて、互いに報告し合った。これを受け、2022年12月にはロボット視察研究会

が企画され、各班から、人文系、自然科学系の研究者らが参加し、それぞれの見地から研究報告を

行う討論会が開催された。2023年2月から3月にかけては、各班が中心になって企画したセミナーや

ワークショップが開催され、これらには、班を問わずメンバーらが参加し、多方面から問題提起を

し、議論した。年度末の3月には、キック・オフ・ミーティングに続き、第2回の全体研究集会を対

面で開催し、半年間の研究活動を互いに紹介し合い、論じ合いつつ、今後の方向性をさらに検討し

た。 

〈公開シンポジウム：人文知共創センター設立記念と論集刊行記念のシンポジウムの開催〉 

 本プロジェクトの前身となる、課題設定による先導的人文学・社会科学研究推進事業のプロジェ

クト（研究代表：大平英樹）のメンバーが中心となり、本プロジェクトのメンバーも加わって準備

を進めてきた論集を2022年11月末に刊行したことをうけ、2023年3月には、『予測と創発』論集刊

行記念シンポジウム、ならびに、人文知共創センタ−設立記念シンポジウムを、一般に向けて公開し

手開催し、プロジェクトの趣旨と意義を広く発信した。 



 

 以下に、各班を中心としたプロジェクト活動を記す。 

 ①理論 

8月11・12日のキックオフ・ミーティングでは、初日に各自の研究の基盤となる方法論、概念を

紹介し、２日目には、午前の部は理論班による基調報告とし（担当：平田、金、大平（徹）、田村）、

分野ごとに異なる概念・手法などを整理し、他班との手法的・理論的連携を探った。11月には理論

班拡張会議を開催し、理論班のメンバー、グループリーダーを中心として班を超えて、プロジェク

ト全体の枠組みとなりうる理論について議論を重ねた。特にはアクターネットワーク理論を軸と

した「ブリュノ・ラトゥールによるテレストリアル概念の提唱とその批判的含意について」（担当：

金）、SPSモデルの多面的展開を中心とした「社会集団の生成と崩壊に関するモデル・実験アプロ

ーチ」（担当：鈴木）、さらに「人新世における民主主義の課題は何か？」（担当：田村）を基調報

告として、その後参加者らで活発に議論を行った。12月15日には、課題設定による先導的人文学・

社会科学研究推進事業委員会主催のシンポジウムで活動報告を行うと共に、パネルディスカッシ

ョン「未来社会を見据えた人文学・社会科学分野における学術知共創の課題について」では「未来

の人文学」と題して報告を行った（担当：中村）。３月28日の全体集会では、理論班からは、中村

と大平健太・大平徹が活動報告を行った。翌29日のシンポジウムでは、午前の部で大平徹、平田が

報告し、午後の部では鈴木、田村が報告した。シンポジウム終了後の懇談会では、ChatGPTなど

の問題も含め、人文知共創の可能性について意見交換を行った。 

 

②自然と人間の相互関係史 

８月の全体会議では、自然と人間の問題を扱うにあたり、まず人間とは何かという問題を論じ

る必要があるという理解に至った。それにもとづき、古代から現代の人間観についてふたつのア

プローチから研究を進めた。ひとつは、2023年3月1日の班別会議で班員の立花により行われた、

アリストテレスの人間観に関する研究発表を中心とする。ここでは「徳」「幸福」という概念が重

要な役割を果たし、人間性の問題を、倫理的見地を含めて論じるという本班の目標に向けて大き

な歩み出しができた。もうひとつは2023年3月11日にヒトと動物の関係学会で行ったシンポジウ

ム「どこまでが動物なのかー人文学から考える」（企画：伊東、報告：岩崎、高橋（以上第２

班）、池野（第５班）、コメンテーター：南谷（第３班））であり、人間性について、動植物との対

照を通して多面的に論じた。これらの成果にもとづき、年度末の全体会議において、次年度は人

間性を社会的・集団的・組織的な観点から論じてみるという計画を立てるに至った。 

 

③セクシュアリティの多様性 

令和4年度は、西欧近代の諸制度によって形成されてきた「ハビトゥスとしてのジェンダー」

を、言語・文学・精神分析・進化心理学・生物学の観点から批判的に検討する作業に着手した。

まずは各班員が関連文献の収集や調査・実験に必要な準備を進め、2023年3月19日、京都大学に

おいて班別研究会を催し（理論班、第５班からもメンバーが参加）、各班員がそれぞれ研究の進捗

状況を発表し、知見の共有と討議をおこなった。班別研究会では特に、フランス詩における脚韻

の性（言語的ジェンダー）と作家のセクシュアリティの関わり（鳥山）、「コラージュ・フェミニ

スト」と呼ばれる現代フランスにおける社会運動（ボーヴィウ）、フロイトの両性性論やクリスト

フ・ドゥジュールの「二つの身体」論（立木）、進化心理学における性、性的マイノリティ・非典

型的性分化とサヴァン傾向の関連（坂口）といった問題をめぐって討議した。また令和5年度の



 

予定として、2023年５月にフランスから研究者を招いてワークショップを開催すること、また第

３班と共同してテキストマイニング講習会をおこなうことを決めた。 
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28. Uraguchi, M., Maulina, V.V.R., Ohira, H. (2022). Interoceptive accuracy correlates with 

precision of time perception in the millisecond range， Frontiers in Neuroscience, 16(3). 
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29. Maulina, V.V.R., Yogo, M., Ohira, H. (2022). Somatic symptoms: Association among affective 

state, subjective body perception, and spiritual belief in Japan and Indonesia，Frontiers in 

Psychology, 13. https://doi.org/10.3389/fpsyg.2022.829183．査読有, 国際共著, オープンアク

セス 

30. 和泉悠（2023）．ヴァーチャル劣位化としての悪口，倫理学年報，第72集，日本倫理学会，３

月，印刷中．査読有，オープンアクセス 

31. 和泉悠（2023）．言語哲学におけるいくつかのトレンド，現代思想，51（1），青土社，188–

195， 1月． 

32. 山本哲也, 山下裕子（2023）．バーチャルリアリティの臨床応用：仮想現実とアバターを活用

したメンタルヘルスケア，産業ストレス研究，30(2)．In press，査読有 

33. 大平徹（2022）．ノイズと遅れの相互作用：遅れフォッカー・プランク方程式と遅れ切替えによ

る漸近安定性の拡張，京都大学数理解析研究所（RIMS）講究録No. 2232，時間遅れ系と数理科

学：理論と応用の新たな展開に向けて（代表：中田行彦），83-93. 
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38. 和泉悠（2022）．「知らんけど」の言語哲学，ユリイカ， 54（10），青土社，209–213，8月． 
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世界モデルの推定，日本ロボット学会誌，40(2), 166–169. 査読有，オープンアクセス 

40. 原田悠斗, 青木達哉, 堀井隆斗, 長井隆行 (2022). ホームロボットによる物体姿勢推定のため

の仮想空間での推論に基づく視点計画, 日本ロボット学会誌, 40(4), 335–338. 査読有，オープン

アクセス 

41. 淺香智輝, 堀井隆斗, 長井隆行 (2022). 主観および客観視点でロボットを操作できる VR 模倣

学習支援システムの提案, 日本ロボット学会誌, 40(8), 721–724. 査読有，オープンアクセス 

42. 横光健吾, 高階光梨, 山本哲也（2022）. 遠隔心理支援における認知行動療法実践の基礎と課

題, 認知行動療法研究, 48（2）, 135–144. 査読有 

43. 多和田真太郎, 坂口菊恵, 齋藤慈子（2022）.クラインフェルター症候群における認知特性・性別

違和・ホルモン治療の選択肢について，GID学会雑誌, 15(1), 119–132. 査読有 

 

○著作物 （計16件）  

1. 『Sit Down, Sit Down Please, Sphinx. 泉太郎』東京オペラシティ文化財団，2023年3月，総

ページ数未定（分担執筆：武田宙也「幽霊を保存し続けること」ページ数未定） 

2. 近藤保彦ら編『脳とホルモンの行動学―わかりやすい行動神経内分泌学（第2版）』西村書店, 

2023年3月, 364頁（分担執筆：坂口菊恵 「人間の性行動における生物学的基盤」11頁） 

3. 『認知科学講座4 心をとらえるフレームワークの展開』東京大学出版会，2022年9月，272頁

（分担執筆：大平英樹「第3章 内受容感覚の予測的処理」38頁） 

4. 大平英樹（監修・解説）『我感ずる、ゆえに我あり』青灯社，2022年6月，756頁． 

5. 中村靖子編『予測と創発―理知と感情の人文学』春風社，2022年3月，503頁. 

6. 中村靖子編『予測と創発―理知と感情の人文学』春風社，2022年3月，503頁（分担執筆：岩崎

陽一「第2章 因果応報と運命—予測が意味をなさない世界における行為規範」34頁） 

7. 中村靖子編『予測と創発―理知と感情の人文学』春風社，2022年3月，503頁（分担執筆：平田

周「第4章 尋問、モラル・エコノミー、罰の不公平な配分―ディディエ・ファッサンによ

る国家の抑圧装置に関する研究を手がかりに」45頁） 

8. 中村靖子編『予測と創発―理知と感情の人文学』春風社，2022年3月，503頁（分担執筆：鳥山

定嗣「第5章 予期と驚き－ヴァレリーの考察と詩作」51頁） 

9. 中村靖子編『予測と創発―理知と感情の人文学』春風社，2022年3月，503頁（分担執筆：池野

絢子「第6章 失われた芸術作品の再構築ーークルト・シュヴィッタースの《メルツバウ》をめ

ぐって」251-282頁） 

10. 中村靖子編『予測と創発―理知と感情の人文学』春風社，2022年3月，503頁（分担執筆：大平

徹「第7章 予測と遅れ：過去からの逆襲」45頁） 

11. 中村靖子編『予測と創発―理知と感情の人文学』春風社，2022年3月，503頁（分担執筆：伊東

剛史「第8章 新種発見の感情史：「鳥学共同体」における栄誉と名誉」37頁） 

12. 中村靖子編『予測と創発―理知と感情の人文学』春風社，2022年3月，503頁（分担執筆：山本

哲也 「第10章 私を理解し表現する人工知能」29頁） 

13. 中村靖子編『予測と創発―理知と感情の人文学』春風社，2022年3月，503頁（分担執筆：大平

英樹「第11章 予測により創発される心性」52頁） 

14. 森元斎著『女、命、自由：クルドのロジャヴァ革命について』，『アナキズム』37，2023年3

月． 



 

15. 十川幸司・藤山直樹編，立木康介他著『精神分析のゆくえ』金剛出版，2022年11月，256頁． 

16. 高橋英之著『人に優しいロボットのデザイン「なんもしない」の心の科学』福村出版，2022 年

9 月, 216 頁． 

 

○講演 （計57件） うち招待講演 計24件、うち国際学会 計9件 

1. Shimamoto, R., Suzuki, R., Arita, T. (2023). Facilitating co-creative communication in 

proximity voice chat by artificial agents: Preliminary investigation based on a collective word 

guessing task, 28th International Symposium on Artificial Life and Robotics, B-Con PLAZA, 

Beppu, Japan, Jan. 24-26. 

2. Ohira, T. (2023). Diverse behaviors from a simple dynamical map with the flooring function, 

8th International Symposium on BioComplexity (ISBC8), Beppu, Jan. 25-27. 

3. Ohira，H. （2023）．Predictive processing of interoception as a base of 

mentality:Implications for morality, International Meeting on Robo-Ethics and Philosophy 

between Italy and Japan, Milano, Como, and Bergamo，8-10 Mar. 

4. Ohira, T. (2022). On a simple dynamical map with a flooring function, 41st JSST 

International Conference on Simulation Technology, Online (Kyoto), Aug. 31-Sep. 2. 

5. Ohira, T. (2022). A simple dynamical map with a flooring function, Roles of Heterogeneity in 

Nonequilibrium Collective Dynamics 2022, Tokyo University, Sep.16-17. 

6. Tsuiki, K. (2022).Division du sujet, Foucault/Lacan, Journées d’études du Pari de Lacan : En 

finir avec la psychanalyse ?, 11 et 12 juin 2022, 250 personnes en total ont assisté en 

présentielle (à Paris) et en ligne pour les deux journées. 招待講演 

7. Ohira，H.（2022）．Emergence of emotion and decision-making based on predictive 

processing of interoception: Implications for emotional intelligence, International 

Conference on Emotional Intelligence 2022，Palermo, Italy, 30 Aug.－2 Sep．招待講演 

8. Ohira，H. （2022）．Affective decision-making based on interoceptive predictive 

processing: Implications for clinical issues, NTTR Webinar (online), 20 Apr．招待講演 

9. Takahashi, H. (2022). Interaction with a friendly autonomous agent strengthens human 

“self”, Joint Conference on Language Evolution, Kanazawa, Sep. 5−8. 

10. Tian, J., Hieida, C., Yoshimoto, J., Kimura, K., Ohira, H., Ikeda, K. (2022). A study for the 

exploration-exploitation strategy of human based on restless two-armed bandit task. 情報

処理学会第84回全国大会, 愛媛大学城北キャンパス，3月3日－5日． 

11. 大平徹（2023）．遅れと予測：過去からの逆襲, 「予測と創発：理知と感情の人文学」刊行記念

シンポジウム, 名古屋大学東山キャンパス, 3月29日. 

12. 鈴木麗璽(2023)．エージェント化する社会：構成論的アプローチで探る人付き合いのダイナミク

ス，『予想と創発：理知と感情の人文学』刊行記念シンポジウム，名古屋大学東山キャンパ

ス, 3 月 29 日. 招待講演 

13. 平田周(2023)．尋問、モラル・エコノミー、罰の不公平な配分―ディディエ・ファッサンによ

る国家の抑圧装置に関する研究を手がかりに，『予想と創発：理知と感情の人文学』刊行記

念シンポジウム，名古屋大学東山キャンパス, 3月29日. 招待講演 

14. 山本哲也（2023）．AI・ICTを活用した行動科学と社会実装, 行動科学学会第38回ウィンター



 

カンファレンス2023, 3月18日. 招待講演 

15. 山本哲也（2023）．ウェルビーイングの向上に寄与する人工知能技術と情報通信技術の活用, 

SOMPOインスティチュート・プラス 未来アカデミー, 3月9日. 招待講演 

16. 山本哲也（2023）．デジタルマインドフルネス ―瞑想の実践を支援するテクノロジーの活用

― , 日本マインドフルネス学会第９回大会 シンポジウムII「脳の変化からマインドフルネス

を理解する」, 3月5日. 招待講演 

17. 岩崎陽一（2023）．無言のオウム、饒舌な蛇—動物たちが喋り出す古代インドの物語世界, シンポ

ジウム「どこまでが動物なのか？：人文学から考える」ヒトと動物の関係学会第29回学術大会，

東洋大学白山キャンパス，3月11日．招待講演. 

18. 岩崎陽一（2023）．古代インドの学知体系と価値創造, 名古屋大学人文学研究科付属人文知共創

センター設立記念シンポジウム「けさひらく人文学」, 3月29日. 招待講演 

19. 田村哲樹(2023)．『民主主義の徹底化』か？――無意識（データ）とノンヒューマンをめぐっ

て，名古屋大学人文学研究科附属人文知共創センター設立記念シンポジウム〈けさひらく

人文知〉，名古屋大学東山キャンパス, 3月29日. 招待講演 

20. 伊東剛史(2023)．引き裂き、引き裂かれるダーウィン——動物生体解剖と植物の神経,  シン

ポジウム「どこまでが動物なのか：人文学から考える」ヒトと動物の関係学会, 東洋大学, 

3月11日. 

21. 伊東剛史(2023)．新種発見の感情史：「鳥学共同体」における栄誉と名誉」, 『予想と創

発：理知と感情の人文学』刊行記念シンポジウム, 名古屋大学東山キャンパス, 3月29日. 招

待講演 

22. 森元斎，富田克也，相澤虎之助他（2023）．「21世紀の映画と社会」座談会，「21世紀の映画と社

会」，長崎大学，3月21日－22日． 

23. 森元斎，酒井隆史（2023）．ライブトーク『グレーバーとは誰か？』，『価値論』（D・グレーバー

著・以文社）刊行記念，誠品生活日本橋 eslite_japan（中央区），3月8日． 

24. 森元斎，石山友美（2023）．眠っていた8ミリフィルム上映します『シネマ・フューチャーズ』

特別上映会トーク，秋田市文化創造館，3月5日． 

25. 森元斎（2023）．もう革命しかないもんね 長崎トーク，わかば堂（長崎市），2月28日． 

26. 平井玄，栗原康，森元斎（2023）．「放射能バカヤロー！黒色汚染土鼎談」鼎談，素人の乱12号

店（杉並区），2月22日． 

27. 武田宙也（2023）．フーコーを読む―初期の代表作『狂気の歴史』を中心に，NHKカルチャー

（オンライン講座），1月30日，2月27日，3月27日．招待講演 

28. 池野絢子（2023）．変身の系譜―現代芸術にみる人間と動物のあいだ，シンポジウム「どこま

でが動物なのか？：人文学から考える」ヒトと動物の関係学会第29回学術大会，東洋大学白山

キャンパス，3月11日． 

29. 南谷奉良（2023）．機械のような私と私のような機械―文学研究から考える生成AI・ロボッ

ト・人間の 〈新しい握手〉について，名古屋大学人文学研究科附属人文知共創センター設立

記念シンポジウム〈けさひらく人文知〉，名古屋大学，3月26日．招待講演 

30. 南谷奉良（2023）．第 3 次 AI ブームとカズオ・イシグロ『クララとお日さま』―人間・ロボ

ットの脆弱性と代替可能性について，第一回『終わらない読書会―22世紀の人文学に向けて』 

共催「課題設定による先導的人文学・社会科学研究推進事業学術知共創プログラム「人間・社



 

会・自然の来歴と未来―「人新世」における人間性の根本を問う」オンライン（Zoom），2月

24日． 

31. 山本哲也（2022）．事例で学ぶ論文投稿と査読対応のABC, 日本健康心理学会第35回大会，日

本健康心理学会機関誌編集委企画シンポジウム「論文投稿と審査過程における留意点ー日本健

康心理学会における論文投稿に関する情報共有と活性化を目指してー」, 東北学院大学，11月

19日−20日. 

32. 山本哲也, 吉本潤一郎（2022）．認知行動療法における機械学習アプローチ，日本認知・行動

療法学会第48回大会 ワークショップ(WS7)， シーガイアコンベンションセンター，9月30日−

10月2日. 招待講演 

33. 山本哲也（2022）．よりよく生きるための人工知能技術と情報通信技術の活用, 第６回行動科

学セミナー, 国立がん研究センターがん対策研究所, 10月7日. 招待講演 

34. 山本哲也（2022）．情報通信技術を活用した臨床心理学的アプローチの実際, 一般社団法人 公

認心理師の会 2022年度年次総会, 9月24日−25日. 招待講演 

35. 山本哲也（2022）．人工知能技術と情報通信技術を活用した認知・感情・創造性の拡張, 日本

心理学会第86回大会，大会公募シンポジウム「情報科学とロボット工学が拓く発達・知覚・臨

床心理学の新たな学術領域」, 日本大学文理学部，9月8日−11日. 

36. 山本哲也（2022）．成人の発達障害の理解と対応， 精神科臨床薬学研究会(PCP)ブロック講演

会, 8月21日. 招待講演 

37. 中村靖子(2022)．「人間・社会・自然の来歴と未来：「人新世」における人間性の根本を問う」研

究活動報告，課題設定による先導的人文学・社会科学研究推進事業シンポジウム「未来社会を見

据えた 人文学・社会科学分野における 学術知共創の課題について」，オンライン開催，12 月 15

日. 招待講演 

38. 中村靖子(2022)．パネルディスカッション「未来社会を見据えた 人文学・社会科学分野におけ

る 学術知共創の課題について」, オンライン開催, 12 月 15 日. 招待講演 

39. 大平徹（2022）．遅れランダムウォークから遅れフォッカー・プランク方程式へ, 日本応用数理

学会2022年度年会, 北海道大学, 9月8日－10日. 

40. 大平健太（2022）．共鳴振動ダイナミクスを示す遅れ微分方程式，京都大学数理解析研究所（RIMS）

研究集会, 「時間遅れ系と数理科学：理論と応用の新たな展開に向けて」（代表：西口純矢），11

月16日- 18日． 

41. 岩崎陽一（2022）.ローゼンワイン著『怒りの人類史』を読む—インド哲学の観点から, 感情史ワ

ークショップ, オンライン, 6月11日.招待講演. 

42. 岩崎陽一（2022）．認識論的世界と倫理的世界における衆生(われわれ), 日本佛教学会, 佛教大学, 

10月1日, 招待講演. 

43. ハイドルン・ホルツハイント（映画作家・アーティスト），森元斎（2022）．「こんな今だから。

（アサクサエンターテイメンツ2022「知らないことの政治学」）」対談， ASAKUSA（台東区）， 

12月18日 

44. 森元斎（2022）．生きるためのアナキズム入門，シブヤ大学（渋谷区），12月17日． 

45. 森元斎（2022）．水のゾミア：森崎和江の民俗学，森崎和江追悼記念講演，西南学院大学，9月

10日． 

46. 森元斎（2022）．学会コメンテーター：過程哲学と現代のメディア研究，日本情報学会，東北大



 

学，9月3日． 

47. 森元斎 ,栗原康 ,五井健太郎（2022）．「アナキズム大放談！！！」鼎談，誠品生活日本橋 

eslite_japan（中央区），7月5日． 

48. 森元斎，荒内佑（2022）．「もう革命しかないもんね」対談，国立地球屋（国立市），7月3日． 

49. 南谷奉良（2022）．クララに出来ることと出来ないこと―AIロボット小説Klara and the Sun 

(2021)の語りで学習される〈特別な言葉〉，京大英文学会年次学会，京都大学，11月12日． 

50. 和泉悠（2022）．スタルネイカーの会話分析から表現の自由へ，日本哲学会第81回大会，ワー

クショップ 「新しい言語哲学の可能性:応用言語哲学と概念工学」，九州大学／オンライン開

催，5月22日． 

51. 和泉悠（2022）．どうして悪口は面白いのか，応用哲学会第14回年次研究大会，オンライン開

催，5月28日． 

52. 和泉悠（2022）．悪口と尊厳，2022年度中部哲学会シンポジウム，愛知学院大学，9月24日． 

53. 和泉悠（2022）．情報化社会における攻撃的言語使用，2022年度南山大学・豊田工業大学連携

講演会，豊田工業大学，12月4日． 

54. 武田宙也（2022）．コレクティヴな主体性をめぐって，第73回美学会全国大会シンポジウム，

京都工芸繊維大学，10月15日．招待講演 

55. 大平英樹（2022）．内受容感覚と意思決定の関連とそれに伴うフィーリング，生理学研究所社

会認知科学研究会．招待講演 

56. 大平英樹（2022）．自律神経と意思決定，第75回日本自律神経学会総会，The Mark Grand 

Hotel（旧ラフレさいたま），10月27日－28日． 

57. 坂口菊恵（2022）．ポストAI時代に教育はどう変わるか,大学改革支援・学位授与機構 研究開

発部研究会（オンライン）, 5月17日. 

 

○本事業で主催したシンポジウム等 （計2件） うち国際研究集会 計0件 

1. 『予測と創発——理知と感情の人文学』刊行記念シンポジウム, 名古屋大学東山キャンパス文系総

合館カンファレンスホール, 2023年3月29日. 

2. 名古屋大学人文学研究科附属人文知共創センター設立記念シンポジウム, 名古屋大学東山キャ

ンパス文系総合館カンファレンスホール, 2023年3月29日. 

 

○ホームページ 

https://a3hsn.org/ 



様式２－２ 
 

課題設定による先導的人文学・社会科学研究推進事業 
令和４年度 委託業務実績報告書 

 

 

プログラム名：学術知共創プログラム 

研究テーマ名：人間・社会・自然の来歴と未来：「人新世」における人間性の根本を問う 

実 施 機 関：国立大学法人京都大学 

 

１． 業務の実施日程 

研究項目 
4

月 

5

月 

6

月 

7

月 
8月 

9

月 

10

月    
11月 12月 

１

月 
2月 3月 

④言語獲得と主体化プロセス 

(全期間を通して：資料収

集，実験準備・実施、論文執

筆） 
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ッ
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・
オ
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議 
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会 
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研

究
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念

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム 

セ
ン
タ
ー
設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
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⑤生政治とアート 

(全期間を通して：理論研

究、実験研究、芸術研究） 

    

班

別

会

議 

   

班

別

会

議 

公
開
セ
ミ
ナ
ー 

 

 

２．業務実績の説明 

 ①言語獲得と主体化プロセス 

各班員の研究の基礎準備として、テキストマイニング用のファイル作成と共有、資料収集、実験

準備・実施、論文執筆、学会発表を行った。また年3回の班別会議（9/22, 12/8, 3/17）を行うなか

で、年度末のシンポジウムの打合せに加え、「脆弱性」／「痛み」／「言語獲得」の概念について

班員間での共通了解を得るために、文学と発達心理学の専門書を対象テクストとして討議を行っ

た。また超班型特別企画として、「ロボットと感情」ワークショップ（@大阪大学基礎工学研究科）

を12/2に開催し、知神経科学や心理学，複雑系科学，科学哲学史の観点からディスカッションを行

った。年度末には、グループリーダーが人間とロボットの知能／言語獲得とも関連する生成AIの問

題系を導入し、センター設立記念シンポジウム（@名古屋大学）で報告した他、専門知を一般社会

に還元し、若手研究者を育成するという研究計画にもとづき、AIを活用した公開イベント「終わら

ない読書会―22世紀の人文学に向けて」を2回実施した（2/24, 4/26）。ロボットと人間の共生に加

えて、「生成AI」という喫緊の社会問題・知的課題の登場が新しい契機となり、各班員活動を互い

に意義深く関連させる成果が見られた。 

 

②生政治とアート 

 2022年8月7日にオンラインで第１回の班別会議を行った。これには代表の中村や政治学の田村

（理論班）も加わり、今後の活動の方向性について議論した。 

 理論研究 

フーコー以降の生政治理論を整理すると同時に本研究の枠組みとして参照可能な生政治理論

の新たな展開を探った。具体的には、あくまで人間の統治を念頭に置いたフーコー型の生政治



 

論に対して、人間以外のものの統治まで射程に収めたトーマス・レムケの議論（Thomas 

Lemke, The Government of Things: Foucault and the New Materialisms, 2021）などを検討

した。 

 実験研究 

生政治概念に基づいた実験研究を進めた。具体的には、PCを介した同時実験、唾液検体の採

取・冷凍保存などを行い、データを収集した。唾液検体の生理物質の解析をしてくれる学内外

の研究協力者とともにデータを分析した。また、内受容感覚知覚と、自己や他者の感情推定の

細やかさとの関連について、経験サンプリング法とテキストマイニングで検討した。 

 芸術研究 

ポストヒューマンアートをテーマする海外の国際芸術祭（ヴェネツィア・ビエンナーレ、ド

クメンタ15）を調査したほか、「人新世とアート」について考えるセミナーを開催し（2023年2

月18日、名古屋大学）議論を深めた。「人新世とアート」というテーマでは一般的に比較的最

近の現代アートが俎上に載せられることが多いが、議論を通じてこのテーマの歴史的な射程の

広さとその重要性が明らかとなった。 
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